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【森林整備課】

【番号１１～２０】 林道開設事業

★

★



徳島県の森林・林業について
主要指標

haha
314,922 296,288

61.7％

35.7％

2.6％



林業をとりまく情勢
成熟した森林の状況

スギ、ヒノキ人工林齢級構成

人工林面積の約８割が
１０齢級（４６年生）以上

収穫期



林業プロジェクトについて



林道が担う役割

【新規林業就業者数】
H17～R4の累計： 541人（３０人／年）
うち直近５年間

H30～R4の累計： 189人（３８人／年）



林道の概要
林内路網のイメージ ～林道の位置付け～

A集落
B集落

国・県道等

林業専用道 森林作業道

林 道

林道



効果的な施業に繋げる配置
環境に負荷をかけない線形

進入路の整備

山土場の整備
間伐

主伐

林道の概要
林道整備のイメージ ～林道の整備方針～

環境配慮型の構造

木材の利用

発生土の利用

地形に沿った線形



林道の概要
林道が担う役割 ～林道の開設効果～

労働負荷の軽減

森林整備の促進

作業の効率化

林業コストの削減

生活道

林産物の栽培

緊急時の
避難・迂回路

森林へのアクセス



林道開設事業の再評価

○今回再評価 （林道開設事業：全１０件）

共通事項
・森林の適正な管理や保全、林業・木材産業の成長産業化を図るために、林道を基幹とした路網
整備を実施している。
・関係市町及び森林所有者等地元の関係者からは、事業の早期完成を要望されている。



令和５年度 徳島県公共事業評価委員会

１３．森林基幹道 川崎国見山線



林道 川崎国見山線
位 置 図

全体計画 20,840ｍ

供用済
L=9,601m

進捗率 ８０％

未開設区間
L=4,214m

川崎国見山線

供用済
L=7,025m

幅 員 ４．０～５．０ｍ
延 長 ２０,８４０ｍ
総事業費 ６,４００百万円
事業期間 ４９年間

（Ｓ６１～Ｒ１６）

利用区域面積 ２，３５６ｈａ
（利用区域内の人工林率＝７１％）





林道 川崎国見山線
林道周辺の状況



林道 川崎国見山線
起終点の状況

① 起点

終点

市道
尾井ノ内後山線

② 終点

国道32号



林道 川崎国見山線
林道周辺の状況

池田工区 川崎集落 森林施業状況



林道 川崎国見山線
林道周辺の状況

国見山登山道 入り口 森林施業状況



林道 川崎国見山線
森林整備状況

作業道を開設し森林整備を実施

整
備
前

整
備
後



費用対効果

総便益 ／ 総費用 ＝１．４３総便益 ／ 総費用 ＝１．４３

総 便 益

１ 木材生産等経費縮減便益
２ 木材利用増進便益
３ 木材生産確保・増進便益
４ 造林作業経費縮減便益
５ 森林管理等経費縮減便益
６ 森林整備促進便益

２０７億５５３万１千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

１４４億３，１６９万３千円

■今後の対応方針（案）

事 業 継 続
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２０．森林基幹道 禅僧線



林道 禅僧線
位 置 図

供用済
L=2,350m

禅僧線

供用済
L=1,252m

幅 員 ３.５～４.０ｍ
延 長 １２,０００ｍ
総事業費 ３,２４０百万円
事業期間 ３５年間

（Ｈ１６～Ｒ２０）

利用区域面積 １，０５２ｈａ
（利用区域内の人工林率＝８０％）

全体計画 12,000ｍ

未開設 8,398m

進捗率 30％





林道 禅僧線
林道周辺の状況



林道 禅僧線
林道周辺の状況



林道 禅僧線
森林整備状況

搬出間伐実施状況 間伐前の森林

間伐後の森林

整
備
前

整
備
後



費用対効果

総便益 ／ 総費用 ＝１．７８総便益 ／ 総費用 ＝１．７８

総 便 益

１ 木材生産等経費縮減便益
２ 木材利用増進便益
３ 木材生産確保・増進便益
４ 造林作業経費縮減便益
５ 森林管理等経費縮減便益
６ 森林整備促進便益

５８億１，２１６万２千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

３２億６，９４１万５千円

■今後の対応方針（案）

事 業 継 続


